
141

編集後記
　
　本号の特集テーマは「声を聞く、声を渡す」である。もともと専門であるラテンアメリ
カ文学の「テスティモニオ（証言文学）」について考えていたことがあったので、長年で
はないにせよ、温めていたテーマではある。アレクシエーヴィチの仕事のことを多少念頭
においていたのだが、ロシア軍のウクライナ侵攻があり、こういう時代の声にますます耳
を傾けたいという思いから、迷うことなくこのテーマにした。合計 6本の特集論文と特集
エッセイを寄せてくださった執筆者の方々に感謝したい。
　特集以外には、自由論文 1本、研究所の活動報告 5本、書評（「自著紹介」と「訳者より
ひとこと」を含む）が 9本掲載されている。PDF版になって以降、雑誌としての全体像が
把握しづらいのが残念である。
　特集以外の原稿については、大学 HPの「東京外大教員の本」、あるいは総合文化研究
所 HPの「所員出版紹介」や「催し物」を参考に、編集スタッフと相談しながら進めている。
所員の方々には、日頃の活動について、随時研究所スタッフにお寄せくださるようお願い
したい。
　今号から原稿の提出にはMoodleを使用した。慣れない執筆者の方にはご面倒だったか
もしれないが、おかげで原稿の受け取りにまつわるミスがなくなった。来年度以降も引き
続き利用して良いと思っている。今後も責任者のお知恵によって適宜改良していただきた
いが、査読制が入って以降、編集にかかる期間はますますタイトになっており、編集業務
に実際に携わっている総合文化研究所編集スタッフの負担が過重にならないよう十分な配
慮が必要である。
　厳しい条件のなか、本号の編集を担当された若い研究者の皆さんはとても丁寧に、我慢
強く業務にあたってくださいました。深く感謝します。

（久野量一）
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